







































は 4 件の「十王経」が掲載され、そのうち 2 件が新資料に当たる 7 。中村


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































比較内容 三菩薩本 五菩薩本 六菩薩本 十一菩薩本















預修生七齋 ✓ ✓ ✓ ✓
新亡人齋 × ✓ × ✓
「齋日不能作
齋」
× ✓ × ✓
作齋における
功徳の分配
× × × ✓
普広菩薩によ
る賛嘆
× × × ✓
逆修齋につい
ての定義
× ✓ × ×
閻羅が冥界に
住する縁由
1 種 1 種 2 種 1 種




















祈設十王齋 十王齋 十王 十王 十王
流伝を付嘱さ
れる者









































































































































































































































3 　StephenF.Teiser,The Scripture on the Ten Kings and the Making of 































































































































Carding again the origin and change of the Ten 
kings scripture : As the main line to the Sutra 











is the same type adopted, the deficientwords are supplemented and
conjugatedaccording fromDunhuangmanuscripts in largequantities. in

















































































































三．『十王経』 預修生七斎 亡人斎 「過（十王）」、
図画や賛語有り
四．チベット本及び
日本の偽経
預修生七斎 亡人斎 いずれも内容を増
広する、チベット
本には図有り
　上記の表においては、簡単に各経文に見える変化やその状況等を示した。
概ねこのようにして、経本は次第に増広されていったのである。より簡潔
に説明するならば、「十王経」とは『閻羅王経』を基に二つの方向へ発展
を遂げた経典群を呼ぶものとも言い得よう。すなわち、『授記経』は主に
預逆修の方面に向かって展開し、これとは別に『預修生七経』においては
主に超度と死者の薦抜の方面に向かい拡充が為された。このような二方向
に向かった増広・発展の特徴によって、最もシンプルな分類を明示するこ
とが可能となるだろう。しかるに厳密に言えば、所謂亡人斎段とはただに
亡斎が用いられ始めたことを示すに過ぎず、これによって導かれる十王の
図画と賛詞を得て、その上で儀式を行ってこそ、本当の意味で亡斎が法会
として落とし込まれ実用化されたと言い得よう。ただし、亡斎の段落が父
母への報恩に重きを置いている点は非常に示唆に富むものである。
『十王経』 『閻羅王経』 『授記経』
十殿の冥王各々の
図像と賛詞
父母への報恩
等の亡人斎
預修生七 預修亡斎の時日・功徳・
方法等
　この両方面における発展の中においては、文と図の違いもまた明瞭に表
われている。預逆修の方面について言うなら、『灌頂経』に伝えられると
ころの普広菩薩による逆修説法及び標準法、ことに善神による下祝の記述
などは人々の心に訴えかける内容であり、『授記経』において大いに取り
入れられている。一方の亡人斎については主に図像が追加され、十王が賛
詞を伴って現われるようになる。
‒ 42 ‒
　「十王経」の早期の経本は多くの地において発見されているため、その
地域分布についても少しく説明すべきであろう。まず発見された地域に関
しては、すでに敦煌の範囲をとうに超えて、陝西省耀州・四川省綿陽・重
慶市大足等や、また甘粛省敦煌・新疆ウイグル自治区トルファン・内モン
ゴル自治区エジン旗の西夏カラホト遺跡及び河北省定州・浙江省台州・雲
南省大理・チベット自治区（具体的な場所は不明、或いは内モンゴルに属
するか）と、国内では少なくとも十箇所近くが挙げられ、また国外には海
東の北朝鮮・韓国や日本といった地域が存する。
　陝西耀州は、現在の銅川市の一部に当たる。神徳寺塔蔵の仏経は無論貴
重なものであるが、そこから数十キロメートルも離れていない場所にこれ
に関連する、より早期の図像が見つかっている。すなわち富平県北魏太昌
元年（532）樊奴子造像碑がこれであり、中国国内で最古の閻羅王・五道
大神の図とされる。
　敦煌の特殊性は、漢語とウイグル文を同時に兼ね備えた多種の「十王経」
を伝えている点にある。漢語本とはもと蔵経洞より発見されたものであり、
ウイグル文の経本は日本とアメリカに保存されている。高昌（Qočo）ウ
イグル国がかつて敦煌を統治していたことを思えば、トルファンのウイグ
ル文経本と敦煌との関係は疑うまでもない。ウイグル文の残片には漢字も
いくらか見出され、多民族が雑居する地域において、その習俗もまた融合
していったことが推察される。儒家の文化に由来する三年守孝制の要素も
また、この時において輸出され取り入れられるところとなった。朝鲜半島
と日本とはいずれも漢字文化圈に属しているために、「十王経」の海東方
面への伝播は比較的理解しやすいと言えるが、高昌ウイグル族においても
この経に基づいて儀礼を行った事実が有った筈であり、これもまた意義深
い部分と言えよう。
　西夏国黒水城（カラホト）は今の内モンゴル自治区エジン旗に位置し、
以前大量の西夏文の典籍が発見されたことで知られる。その中には文偈本
及び図賛本と見られる 2 件の資料が含まれており、河北省定州の西夏文経
‒ 43 ‒
本はこの彫版を用いて明代に作られたものと考えられる。
　四川や重慶もまた特に重要な地と言える。摩崖彫銘と経本は互いに重な
り合う部分が多く、龕像の多くは経巻の記述と高度に対応している。四川
と重慶は古くは一体であり、晚唐から南宋にかけて、十王の龕像も成都か
ら重慶へと発展・伝播していった。「成都府大聖慈寺沙門蔵川述」と署名
される図賛本は当地からの出土こそ無いものの、河西の敦煌に伝えられ、
また浙江の台州へ、さらには韓国や日本等の地域にまで到ることとなった。
　台州霊石寺塔の文物が発見される前、浙江においては明州（寧波）の十
王画が著名であった。南宋の明州には金大受と陸信忠の画坊による作品が
有り、日本にも多く渡っている。その水準の高さは驚嘆に値するものであ
り、近現代に入って広く世に知られるところとなった。ただし明州におけ
るこれらの絵画は経本画ではなく、廟堂において用いられるものであった。
この他、雲南の大理に出た経本は読み取れる字数自体は少ないものの、比
較的早期の用字等を伝えている。
　朝鲜や日本で印刻された経本は、数はそれほど多くはないがいずれも刊
本であり、かつ日本の習俗に適合した偽経が作られたという点で注目され
る。漢字文化圈の中に属していることによるものか、その信仰生活におい
て幅広く取り入れられ、また受容の程度も非常に高かったことが窺われる。
　まとめると、経本に対する各方面からの精緻な考察を通して、その展開
は概ねのところ東南・西北の両地域に分かつことが出来る。東南の経本に
おいては、変化は少ないものの直接的であり、伝播の時間は長くかつ広域
で、亡斎を重視する傾向にある。対して、西北の経本は変化が大きく、ま
た用いられる言語の種類も多くあり、預修斎を特に重んずる。
　当然ながら、亡人・預修の斎もまた互いに交錯しながら発展を遂げてい
る。早期の経本についての研究によると、経本に則った預修は、一般には
每月二度、例えば毎月十五日・三十日に執り行われていた。一方、亡人斎
は亡者ごとに三年の間行う必要があったという。また法会には場合に応じ
て簡便なものと豪華なものとが有ったとされる。関連する資料は主に敦煌
‒ 44 ‒
文献に存し、その多くは儀礼の方法を明かす教範本である。両斎の発展過
程について一言すると、預修斎は晚唐から北宋にかけてやや流行を見せた
が、宋代においては『受（寿）生経』の寄庫・塡還によって取って代わら
れるに至り、明清の頃になると衰微していった。これに対して、亡人斎は
近現代に至るまで一貫して世に行われている。
　その他、侯沖は「十王科儀」について10近くの文献を集めており、関連
するものとしてはさらに地蔵と冥王の道場儀等があるという。実際の法会
においては様々な要素が入り交じって然るべきであり、また十王の法事の
みが単独で行われていたという訳では決してない。したがって、これに対
する研究においても総合的な姿勢が求められることとなろう。
